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ま
た
、
再
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
情
報
流
出
等
が
な
い
よ
う

業
者
に
委
託
し
処
分
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

❖
政
策
調
整
課
関
係
❖

▼�

ふ
る
さ
と
納
税
謝
礼
特
産
品

購
入
費
と
し
て
２
，
３
２
３

万
１
千
円
追
加
計
上

一般会計外４特別会計一般会計外４特別会計
補正予算可決補正予算可決

　地方公共団体の組織内ネットワークを相互
に接続し、地方公共団体間のコミュニケーシ
ョンの円滑化、情報の共有による情報の高度
利用を図ることを目的とした、高度なセキュ
リティを維持した行政専用のネットワーク。

LGWANとは

補

正

予

算

補

正

予

算

■
令
和
５
年
度
知
内
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億

２
，
７
３
０
万
６
千
円
を
追
加

し
、
50
億
６
，５
８
３
万
９
千
円

と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

❖
総
務
課
関
係
❖

▼�

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
機
器
更
新
業

務
委
託
料
と
し
て
１
，８
２

０
万
円
追
加
計
上

　
　
　
役
場
内
の
ペ
ー
パ
レ
ス

化
の
た
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
機

器
更
新
業
務
で
パ
ソ
コ
ン
更
新

す
る
際
、
廃
棄
す
る
パ
ソ
コ
ン

の
内
部
デ
ー
タ
の
処
理
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、再
利
用

は
検
討
し
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
町
の
パ
ソ
コ
ン
を

情
報
管
理
す
る
中
で
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
業

者
に
て
初
期
化
し
た
う
え
で
廃

棄
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑

総
務
課
長

令和５年第４回定例会は、12月７日
に招集され、会期を12月８日までの２
日間と決め、１名の議員による一般質問
（９頁に掲載）が行われました。
また、令和５年度一般会計及び特別会

計の補正予算等の議案９件、報告２件、
追加議案１件、意見書案２件の審議が行
われ、いずれも原案のとおり可決し、閉
会しました。

定 例 会定 例 会
第第44回回令和５年令和５年
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❖
生
活
福
祉
課
関
係
❖

▼�

住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金

と
し
て
５
，
３
２
０
万
円
追

加
計
上

▼�
が
ん
リ
ス
ク
検
査
料
助
成
事

業
と
し
て
57
万
５
千
円
追
加

計
上

　
　
　
が
ん
リ
ス
ク
検
査
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
。
ま
た
、
自

己
負
担
３
，４
０
０
円
に
つ
い

て
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん

リ
ス
ク
検
査
は
、
が
ん
検
診
と

違
い
、
が
ん
に
か
か
る
可
能
性

を
調
べ
る
検
査
で
す
。
こ
の
事

業
は
、
北
海
道
電
力
と
の
連
携

事
業
で
、検
査
１
回
２
万
６
，４

０
０
円
の
と
こ
ろ
、
北
海
道
電

力
と
町
で
１
万
１
，５
０
０
円

ず
つ
を
負
担
し
、
残
り
を
自
己

負
担
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
今
回
は
試
験
的
に
実

施
し
、
50
人
を
対
象
に
ど
の
よ

う
な
結
果
が
で
る
の
か
精
査
し
、

来
年
度
以
降
に
結
び
つ
け
て
い

き
た
い
。

❖
産
業
振
興
課
関
係
❖

▼�

畑
地
化
促
進
事
業
補
助
金

（
土
地
改
良
区
決
済
金
等
支

援
）
と
し
て
２
，
８
０
８
万

９
千
円
追
加
計
上

▼�

カ
キ
Ｖ
Ｓ
ニ
ラ
ま
つ
り
実
行

委
員
会
助
成
金
と
し
て
１
５

０
万
円
追
加
計
上

❖
教
育
委
員
会
関
係
❖

▼�

中
学
校
制
服
等
購
入
費
支
給

事
業
と
し
て
38
万
円
減
額

　
　
　
女
子
生
徒
の
制
服
に
ス

ラ
ッ
ク
ス
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
　
　
　
中
学
校
の
制
服
に
関

し
て
は
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
希
望
す

る
生
徒
が
い
る
か
把
握
し
て
い

な
い
の
で
、
今
後
、
情
報
収
集

を
し
た
い
。
高
校
に
つ
い
て
は
、

希
望
す
る
女
子
生
徒
に
ス
ラ
ッ

ク
ス
着
用
を
認
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
今
年
度
小
学
校
に
エ
ア

コ
ン
が
設
置
さ
れ
る
が
中
学
校

も
同
時
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学

校
に
つ
い
て
は
電
源
の
関
係
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
関
係
に
よ
り
、

電
源
容
量
増
設
工
事
が
伴
う
こ

と
か
ら
、
今
年
度
中
の
設
置
工

事
は
難
し
い
た
め
、
来
年
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
教
育
振
興
基
金
を
使
用

し
、
今
年
度
中
に
電
源
容
量
増

設
工
事
だ
け
で
も
や
る
予
定
は
。

　
　
　
　
　
　
　
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
の
納
期
が
10
カ
月
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
、
納
品
さ
れ
る
ま

で
は
、
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン

の
み
を
今
あ
る
電
源
設
備
の
使

え
る
電
源
で
対
応
し
ま
す
。
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
を
更
新
後
は
、
今

回
設
置
す
る
エ
ア
コ
ン
が
全
て

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

補

正

予

算

補

正

予

算

■
令
和
５
年
度
知
内
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，

０
２
２
万
円
追
加
し
、
50
億
８
，

６
０
５
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

❖
生
活
福
祉
課
関
係
❖

▼�

し
り
う
ち
生
活
応
援
券
交
付

事
業
（
第
２
弾
）
と
し
て
２
，

０
２
２
万
円
追
加
計
上

　
　
　

応
援
券
交
付
事
業
の
第

１
弾
は
１
万
円
だ
っ
た
が
、
な

ぜ
第
２
弾
は
５
，０
０
０
円
な

の
か
。

　
　
　
国
か
ら
の
交
付
金
の
範

囲
内
で
今
回
は
実
施
し
ま
す
。

し
か
し
、
物
価
高
騰
が
収
ま
る

気
配
が
な
く
、
町
民
が
不
安
に

思
う
場
面
が
来
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
時
は
町
独
自

の
支
援
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

第４回定例会の概要

質
疑

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

副
町
長

質
疑

教
育
長

質
疑

質
疑

建
設
水
道
課
長

町
長

　大容量の電気を使用する為、高
圧の電力を低圧に変圧し、建物内
に電気を配電する役割の設備

キュービクルとは

質
疑

教
育
委
員
会
事
務
局
長
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知内町議会

　知内町公式ＨＰから知内町議会のページを開くことができます。
過去の会議録（平成24年～）や議会だより（平成22年～）につい
ても掲載されておりますので、ご利用ください。
　また、「議会からのお知らせ」のページでは、近日開催される議
会や会議などの開催日を掲載していますのでどうぞご覧ください。

知内町議会のＨＰで過去の「会議録」や「議会だより」を知内町議会のＨＰで過去の「会議録」や「議会だより」を

閲覧することができます。閲覧することができます。

知内町議会のＨＰで過去の「会議録」や「議会だより」を知内町議会のＨＰで過去の「会議録」や「議会だより」を

閲覧することができます。閲覧することができます。

知内町議会のＨＰで過去の「会議録」や「議会だより」を

閲覧することができます。

　知内町議会では、議会改革の一環として、より多くの町民の皆様に本会議及び予算・決算委員会を見てい
ただけるよう、インターネット動画配信サイトYouTubeにより、会議の様子をインターネット上でライブ中
継しています。また録画配信も行っており、過去の本会議や予算・決算委員会の様子も
ご覧になることができます。
　視聴方法については、詳しくは町ＨＰをご覧ください。
　https://www.youtube.com/channel/UCFe9Qrvntvu4hSjWR8oKp7w

　
知
内
発
電
所
の
稼
働
か
ら
40

周
年
を
記
念
し
て
、
北
海
道
電

力
㈱
知
内
発
電
所
か
ら
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

「
知
内
発
電
所
40
周

年
記
念
品
」
の
贈
呈

に
つ
い
て

　
明
治
安
田
生
命
が
取
り
組
む

「
地
元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
、
地
元
を
応
援

す
る
目
的
で
、
明
治
安
田
生
命

に
勤
務
す
る
知
内
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
職
員
の
募
金
と
会
社
の

寄
付
を
合
わ
せ
た
「
私
の
地
元

応
援
募
金
」
と
し
て
55
万
1
千

5
百
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
安
田
生
命
「
私

の
地
元
応
援
募
金
」

に
つ
い
て

１

２

オリジナルエコバッグ（目録） デジタルサイネージ
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傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内 知内町議会本会議は以下の手順で
傍聴をすることができます！

1 議場入口で受付
議場入口で受付票に必
要事項を記入して受付
箱に投函します。

2 3傍聴席へ 議会が始まったらお静かに
議場後ろ側入口から入
り、議員席後ろで傍聴
します。

議会中は私語を慎み拍手等
はしないように。飲食や携
帯電話の使用はできません。

令和５年第４回定例会　審議結果
議 案
第 １ 号

知内町職員の給与に関する条例等の一部改正について 可決知内町職員の給与に関する条例等を一部改正するもの
議 案
第 ２ 号

令和５年度知内町一般会計補正予算（第５号）について 可決２億２，７３０万６千円を追加し、歳入歳出予算総額を５０億６，５８３万９千円とするもの
議 案
第 ３ 号

令和５年度知内町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について 可決５８万円を追加し、歳入歳出予算総額を６億１７７万８千円とするもの
議 案
第 ４ 号

令和５年度知内町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 可決２５３万円を追加し、歳入歳出予算総額を６億１，３２３万４千円とするもの
議 案
第 ５ 号

令和５年度知内町水道事業会計補正予算（第２号）について 可決水道事業会計の「収益的収入及び支出予定額」を補正するもの
議 案
第 ６ 号

令和５年度知内町下水道事業会計補正予算（第２号）について 可決下水道事業会計の「収益的収入及び支出予定額」を補正するもの
議 案
第 ７ 号

知内町過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更について 可決知内町過疎地域持続的発展市町村計画を一部変更するもの
議 案
第 ８ 号

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について 可決定住自立圏形成協定の一部を変更する協定を締結するもの
議 案
第 ９ 号

知内町農村活性化センターに係る指定管理者の指定について 可決知内町農村活性化センターに係る指定管理者を指定するもの
議 案
第10号

令和５年度知内町一般会計補正予算（第６号）について 可決２，０２２万円を追加し、歳入歳出予算総額を５０億８，６０５万９千円とするもの
意見書案
第 １ 号

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書の提出について 可決刑事訴訟方の再審規定（再審法）の改正を求めるもの
意見書案
第 ２ 号

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の提出について 可決年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求めるもの

議長発議 議会中の正副議長並びに議員の出張承認について 可決議会中の正副議長並びに議員の出張承認するもの

会　　　　　　　　　　　　議
成
澤
　
五
郎

笠
松
　
悦
子

松
井
　
盛
泰

城
地
　
秀
樹

山
田
　
顕
人

吉
田
　
峰
一

五
十
嵐
捷
爾

木
村
　
　
一

谷
口
　
康
之

伊
藤
　
政
博

1０月 1３日 第11回全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年第３回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２３日 議会だより編集委員会 ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

1２月
1日 総務文教・経済民生常任委員会所管事項協議 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ― ― ○ × ― ― ○ ○

７日
第12回全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年第４回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会だより編集委員会 ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―
（備考： ○は出席、 ×は欠席、 △は遅刻・早退、 ― は該当なし）

令和5年10月～12月　定例会及び各委員会等の出席状況

第４回定例会の概要
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補

正

予

算

■
令
和
５
年
度
知
内
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７

９
万
４
千
円
を
追
加
し
、48
億
３
，

８
５
３
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

❖
総
務
課
関
係
❖

▼�

遅
延
損
害
金
と
し
て
９
万
４

千
円
追
加
計
上

　令和５年第３回臨時会
は、10月13日に召集さ
れ、令和５年度一般会計
補正予算の議案等３件が
審議され、原案のとおり
可決となりました。

3
　
　
　
町
営
住
宅
を
退
去
す
る

際
、
敷
金
未
還
付
が
あ
っ
た
と

い
う
事
だ
が
、
今
後
の
防
止
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

還
付
期
限
等

を
明
確
に
す
る
た
め
、
条
例
等

の
見
直
し
、
入
退
去
時
の
マ
ニ

質
疑

建
設
水
道
課
長

令和５年第３回臨時会　審議結果
議 案
第 １ 号

損害賠償の額の決定について
可決

損害賠償の額を決定するもの

議 案
第 ２ 号

令和５年度知内町一般会計補正予算（第４号）について
可決

１７９万４千円を追加し、歳入歳出予算総額を４８億３，８５３万３千円とするもの

議 案
第 ３ 号

町長、副町長の給料の特例に関する条例の制定について
可決

町長、副町長の給料の特例に関する条例を制定するもの

　

令
和
５
年
７
月
31
日
、
12

月
19
日
、
20
日
、
22
日
に
お

し
ゃ
べ
り
議
会
カ
フ
ェ
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

「
子
育
て
世
代
」「
農
業
」「
漁

業
」「
商
工
・
観
光
・
林
業
」

の
４
つ
の
テ
ー
マ
で
各
青
年

部
等
と
意
見
交
換
を
実
施
し
、

計
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

おしゃべり議会カフェ開催

商工・観光・林業 漁 業 農 業

子 育 て 世 代

ュ
ア
ル
作
成
、
他
の
係
員
と
の

連
携
で
複
数
人
で
確
認
し
合
え

る
体
制
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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１

調
査
年
月
日

２

調
査
委
員

　

知
内
町
で
は
、
平
成
26
年
度

以
降
、
実
質
単
年
度
収
支
が
６

期
連
続
で
赤
字
に
な
る
な
ど
歳

出
超
過
の
傾
向
が
続
き
、
基
金

に
つ
い
て
は
、
総
額
で
約
21

億
４
，０
０
０
万
円
ま
で
減
少

し
、
特
に
財
政
調
整
基
金
は
約

１
億
８
，０
０
０
万
円
ま
で
減

少
し
て
お
り
、
予
算
編
成
水
準

を
早
期
に
見
直
す
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
中
期
的
な
行
財
政
の
改
善

を
多
角
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
２
年
３
月
に
行
政
事
務
に

お
け
る
コ
ス
ト
縮
減
や
、
機
構

の
見
直
し
に
よ
る
組
織
の
ス
リ

ム
化
と
人
件
費
の
抑
制
、
各
種

事
業
の
再
編
等
を
積
極
的
に
す

す
め
る
た
め
「
知
内
町
行
財
政

改
善
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
令

和
５
年
度
末
で
計
画
期
間
が
満

了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
達

成
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。
ま
た
今
後
40
年
間
で
90
億

円
を
超
え
る
公
共
施
設
の
施
設

整
備
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

委
員
会
活
動
の
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
活
動
の
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
活
動
の
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
活
動
の
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
活
動
の
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
活
動
の
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
活
動
の
レ
ポ
ー
ト

ら
、
基
金
の
繰
入
・
積
立
・
地

方
債
残
高
等
の
上
限
の
設
定
等

を
盛
り
込
ん
だ
「
知
内
町
財
政

運
営
適
正
化
計
画
」
が
令
和
５

年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
計
画
内
容
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

　
「
知
内
町
行
財
政
改
善
計
画
」

の
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
よ
る
影
響
も
あ
る
な
か
、

事
務
・
事
業
経
費
の
見
直
し
や

再
編
、
旧
中
ノ
川
小
学
校
の
売

却
等
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
末

時
点
で
目
標
と
し
て
い
た
、
財

政
調
整
基
金
残
高
を
増
加
に
転

じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
町
の
努
力
が
伺
え
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
「
知
内
町
財
政
運
営
適
正
化

計
画
」
に
つ
い
て
、
計
画
期
間

は
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
の
４
年
間
と
し
、
２
年
ご
と

の
前
後
期
に
分
け
、
経
済
情
勢

や
決
算
状
況
に
応
じ
見
直
し
が

可
能
と
な
る
よ
う
策
定
さ
れ
て

い
る
。
起
債
残
高
は
平
成
14
年

度
の
87
億
４
０
０
万
円
を
ピ
ー

ク
に
令
和
４
年
度
末
現
在
で
は

49
億
３
，６
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
こ
の
起
債
残

高
の
上
限
を
58
億
円
に
設
定
し
、

そ
の
範
囲
内
で
各
種
施
設
の
維

持
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
ま
た
財
政
調
整
基
金
残
高

に
つ
い
て
は
、
平
成
14
年
度
の

３
億
３
，８
０
０
万
円
を
ピ
ー

ク
に
平
成
31
年
度
に
は
１
億
７
，

５
０
０
万
円
ま
で
落
ち
込
ん
で

い
た
が
、
前
述
の
知
内
町
行
財

政
改
善
計
画
に
よ
る
歳
入
歳
出

構
造
の
見
直
し
に
よ
り
令
和
４

年
度
末
で
は
８
億
６
，５
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
当
該
計
画
に
よ
り

改
善
さ
れ
た
歳
入
歳
出
構
造
を

維
持
し
つ
つ
、
消
防
庁
舎
や
知

内
高
校
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

公
営
住
宅
な
ど
の
各
種
公
共
施

設
の
維
持
管
理
や
改
修
等
が
行

わ
れ
る
も
の
と
思
う
が
、
子
育

て
関
連
や
少
子
高
齢
化
事
業
、

人
口
減
少
対
策
等
の
ソ
フ
ト
面

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
投
資
を

行
い
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
ら
れ
る
様
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。

所
管
事
務
調
査
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

令
和
５
年
６
月
８
日

　

令
和
５
年
８
月
９
日

行
財
政
改
善
計
画
の
達
成

状
況
及
び
財
政
運
営
適
正

化
計
画
に
つ
い
て

３

調
査
事
項
・
調
査
意
見

　
　

委 

員 

長　

吉
田　

峰
一

　
　

副
委
員
長　

五
十
嵐
捷
爾

　
　

委　
　

員�

成
澤　

五
郎

　
　

委　
　

員�

笠
松　

悦
子

　
　

委　
　

員�

松
井　

盛
泰

�

（
８
月
９
日
欠
席
）

　
　

委　
　

員�

城
地　

秀
樹

　
　

委　
　

員�

山
田　

顕
人

　
　

委　
　

員�

木
村　
　

一

　
　

委　
　

員�

谷
口　

康
之

　
　

委　
　

員�

伊
藤　

政
博

委員会活動のレポート
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知
内
町
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
を
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

当
該
計
画

に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
３
月
31
日
に
改

定
済
み
で
す
。
た
だ
、
今
後
の

動
き
と
し
て
、
防
災
計
画
の
中

で
本
部
の
設
置
場
所
や
運
営
非

常
配
置
体
制
に
つ
い
て
定
め
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
職
員
の

動
員
計
画
や
災
害
対
策
本
部
の

班
毎
の
業
務
分
担
な
ど
が
あ
り
、

当
該
計
画
の
中
身
が
職
員
間
で

ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
と
い
う

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、ま
ず
は

12
月
中
に
職
員
を
対
象
に
防
災

計
画
の
説
明
会
を
開
催
し
、
今

後
携
わ
る
業
務
分
担
等
の
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、13
町
内
会
に
つ
い
て
も
、避

難
場
所
の
設
置
に
よ
り
、
細
か

な
部
分
を
提
示
し
、
防
災
会
議

に
て
都
度
修
正
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

部
分
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を

精
査
し
た
中
で
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
知
内
町
防
災
の
日
に

併
せ
て
色
々
な
防
災
訓

練
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
、

最
終
的
に
は
防
災
の
日
に
併
せ

て
避
難
訓
練
も
進
め
て
い
き
た

い
」と
町
長
の
答
弁
で
し
た
。そ

こ
で
数
年
後
に
は
町
全
体
で
の

避
難
訓
練
、
ま
た
は
防
災
訓
練

を
実
施
し
た
い
と
い
う
解
釈
で

よ
ろ
し
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

９
月
24
日
の
防
災
の
日

で
す
が
、
本
来
で
あ
れ

ば
小
谷
石
地
区
を
中
心
に
防
災

訓
練
を
広
め
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
町
全
体
で
の
防
災
訓
練
の

実
施
と
な
る
と
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の

対
応
と
し
て
は
、
町
と
一
部
町

内
会
を
巻
き
込
ん
だ
形
で
の
防

災
訓
練
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
色
々
議
論
し
た
中

で
最
終
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
た
だ
50
年
と
い
う
歴
史

の
中
で
小
谷
石
災
害
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
小
谷
石
地
区
と
町

と
の
本
部
体
制
を
連
携
し
て
防

災
訓
練
を
実
施
し
た
い
。

　

な
お
、
町
全
体
で
の
防
災
訓

練
に
つ
い
て
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

と
言
い
ま
し
た
が
、
今
後
情
報

収
集
を
行
い
、
最
終
的
に
は
全

体
で
の
防
災
訓
練
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

追

跡

質

問

山
田
　
顕
人
　
議
員

知
内
町
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

西
山
町
長

＆
　
令
和
５
年
３
月
定
例
会
に
て
、
知
内
町
地

域
防
災
計
画
に
お
い
て
被
災
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
授
受
体
制
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ
態
勢
、
毎
年
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
知
内
町
防
災
会
議
や
組
織
及
び
構
成
委

員
の
選
定
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
と

防
災
セ
ン
タ
ー
の
立
上
げ
に
関
す
る
事
。
防

災
の
日
に
合
わ
せ
た
避
難
訓
練
の
実
施
、
災

害
対
策
本
部
と
役
場
職
員
や
関
係
機
関
へ
の

周
知
と
役
割
に
つ
い
て
５
点
ほ
ど
一
般
質
問

を
行
い
議
論
し
ま
し
た
。

追 跡 質 問追 跡 質 問追 跡 質 問
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今
年
は
、
夏
場
の
異
常

高
温
の
影
響
か
ら
、
山

間
部
に
餌
と
な
る
木
の
実
が
少

な
く
、
ヒ
グ
マ
が
人
里
ま
で
降

り
て
く
る
事
例
が
報
道
等
で
も

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
先
般
隣

町
に
お
い
て
ヒ
グ
マ
に
襲
わ
れ

死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
、
当

町
の
消
防
職
員
も
登
山
中
に
ヒ

グ
マ
に
襲
わ
れ
る
事
故
が
発
生

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

町
内
で
も
昼
夜
問
わ
ず
に
目
撃

情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で

も
居
住
区
域
や
学
校
施
設
・
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
周
辺
等
で
の
目

撃
情
報
が
相
次
い
で
お
り
、
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
に
お
け
る
鳥
獣

害
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

①�　
実
施
隊
へ
の
支
援
策

②　
緩
衝
帯
の
造
成

③�　
教
育
・
保
育
施
設
へ
の
鳥

獣
侵
入
防
止
策

　
以
上
、
町
長
の
所
見
を
お
伺

い
し
ま
す
。

町
内
に
お

け
る
熊
出

没
時
の
ハ
ン
タ
ー
の
出
動
状
況

は
、
昨
年
は
51
件
、
今
年
度
は

現
時
点
で
79
件
と
大
幅
に
増
加

し
て
お
り
、
捕
獲
頭
数
は
箱
罠

で
９
頭
、
銃
器
で
５
頭
と
な
っ

て
い
ま
す
。
熊
の
出
没
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
、
ハ
ン
タ

ー
や
木
古
内
警
察
署
な
ど
と
連

携
を
図
り
、
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル

や
付
近
住
民
へ
チ
ラ
シ
の
配
布
、

防
災
無
線
に
よ
る
周
知
を
行
い
、

ま
た
、
各
学
校
で
は
教
職
員
が

巡
回
や
メ
ー
ル
に
よ
り
注
意
喚

起
し
、
保
護
者
は
登
下
校
時
に

送
迎
対
応
す
る
な
ど
、
町
全
体

で
被
害
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

①�　

熊
の
捕
獲
奨
励
金
は
、
国

費
と
町
費
を
合
わ
せ
て
１
頭

あ
た
り
５
万
３
千
円
、
出
動

謝
金
は
１
日
あ
た
り
５
千
円

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
国
や
北
海
道
の
予
算
動

向
を
見
な
が
ら
単
価
の
見
直

し
な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い
。

②�　

従
前
か
ら
、
町
営
ス
キ
ー

場
下
の
国
道
周
辺
で
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に
湯

ノ
里
町
内
会
館
周
辺
や
元
町

町
内
会
館
裏
の
散
策
路
周
辺

の
草
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
予
算
化
に
向

け
、公
共
施
設
周
辺
な
ど
、熊

の
出
没
箇
所
へ
の
緩
衝
帯
整

備
に
つ
い
て
庁
内
で
要
望
の

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま

す
。

③�　

認
定
子
ど
も
園
の
敷
地
内

へ
の
侵
入
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
専
門
家
の
意
見
を
聴

く
な
ど
し
て
効
果
的
な
対
策

を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

ま
た
通
学
時
の
自
己
防
衛
策

と
し
て
小
中
学
生
に
熊
よ
け

鈴
の
配
布
と
、
各
学
校
に
熊

撃
退
ス
プ
レ
ー
の
配
置
な
ど

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

①　
出
動

　
謝
金
の

　

�
日
額
単
価
に
つ
い
て
、
実
働

時
間
は
何
時
間
を
想
定
し
て

い
る
か
。
ま
た
単
価
の
見
直

し
は
考
え
て
い
る
か
。

②�　
ハ
ン
タ
ー
の
高
齢
化
に
伴

う
、
後
継
者
の
育
成
方
針
と

具
体
的
な
対
応
策
は
。

③�　
知
内
川
の
河
川
敷
や
中
州

は
柳
な
ど
が
繁
茂
し
熊
が
隠

れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

北
海
道
と
協
力
体
制
を
取
り
、

何
ら
か
の
対
策
に
つ
い
て
講

じ
る
考
え
は
あ
る
か
。

①　

パ
ト���

　

ロ
ー
ル

　

�

は
危
険
を
伴
う
業
務
で
あ
り
、

現
行
の
単
価
が
妥
当
か
ど
う

か
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

近
隣
自
治
体
で
も
単
価
は
異

な
っ
て
お
り
、
今
後
増
額
す

る
方
向
で
内
部
検
討
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②�　

人
材
育
成
し
て
い
く
環
境

が
課
題
で
あ
り
、
ベ
テ
ラ
ン

ハ
ン
タ
ー
か
ら
若
手
へ
の
教

育
が
出
来
る
様
検
討
を
行
い

ま
す
。

③�　

北
海
道
に
対
し
て
支
援
や

要
請
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、

北
海
道
で
も
ハ
ン
タ
ー
の
育

成
や
出
動
謝
金
等
に
つ
い
て

環
境
省
に
対
し
て
要
請
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、今

後
も
情
報
を
共
有
し
て
ヒ
グ

マ
対
策
を
進
め
て
行
き
た
い
。

一

般

質

問

いっぱん質問いっぱん質問 ＆
ここに掲載されている質問及び答弁は、一般質問を行った議員が個々にその要旨をまとめたものです。

城地秀樹 議員

鳥
獣
害（
ヒ
グ
マ
）

対
策
に
つ
い
て

西
山
町
長

城
地
議
員

西
山
町
長
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23日　議会だより編集委員会� （全委員）

30日　渡島廃棄物広域連合議会全員協議会
　　　令和５年第２回渡島廃棄物処理広域連合議会

　　　定例会� （北斗市：連合議会議員）

５日　�第15回おおさか誠二政経セミナー　（函館市：議長）

12日　知内ふるさと東京会総会� （東京都：議長）

16日　知内町国営土地改良事業対策期成会役員会
� （経済民生常任委員長）

19日　知内ふるさと札幌会総会� （札幌市：議長）

21日　第40回シルバースポーツ大会� （副議長）

　　　北海道町村議会議員公務災害補償組合臨時会

� （札幌市：議長）

　　　北海道町村議会議長会理事会� （札幌市：議長）

25日　�2023自治講座　人口減少時代の水道の管理・運
営を考える� （札幌市：木村議員）

27～29日　渡島議長会道外行政視察
� （群馬県、東京都：議長）

28日　�知内町共同募金会・知内町老人クラブ連合会共催
チャリティーコンサート� （副議長）

29日　全国議長大会� （東京都：議長）

月11 NOVEMBER

１日　総務文教常任委員会所管事項協議� （各委員）

　　　経済民生常任委員会所管事項協議� （各委員）

　　　議会運営委員会� （各委員）

　　　渡島西部広域事務組合議会第３回定例会

　　　渡島西部広域事務組合議会全員協議会

� （福島町：広域議員）

７日　第12回全員協議会� （全議員）

　　　令和５年第４回定例会� （全議員）

　　　議会だより編集委員会� （全委員）

19日　おしゃべり議会カフェ（商工・観光・林業）
� （各議員）

20日　おしゃべり議会カフェ（漁業）� （各議員）

22日　おしゃべり議会カフェ（農業）� （各議員）

４日　知内町消防団出初式� （全議員）

　　　二十歳を祝う会� （全議員）

　　　二十三歳の集い� （全議員）

９日　新年交礼会� （各議員）

16日　渡島町村議会議長会役員会� （議長）

月10 OCTOBER 月12 DECEMBER

月１ JANUARY

　

い
つ
に
な
く
雪
も
少
な
く
、
お
天
気
に

恵
ま
れ
、
誰
も
が
穏
や
か
な
元
旦
を
す
ご

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
突
然
テ
レ
ビ
か

ら
石
川
県
能
登
半
島
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
、
東
北
地
震
の
事
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま

し
た
。
日
が
変
わ
り
明
る
く
な
る
に
つ
れ
、

被
害
の
状
況
が
少
し
づ
つ
明
ら
か
に
な
り
、

と
て
も
痛
ま
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
も
だ
ん
だ
ん
増
え
、
こ
れ
か

ら
ど
の
位
避
難
生
活
が
続
く
の
か
と
思
う

と
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
災
害
の
時
は
、
常
に
地
域
の

消
防
団
の
男
気
有
る
活
躍
が
あ
り
ま
す
。

知
内
町
に
お
い
て
も
一
月
四
日
の
出
初
式

で
の
団
員
の
方
々
の
た
く
ま
し
い
姿
に
お

願
い
し
ま
す
と
心
の
中
で
思
わ
ず
手
を
合

わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

小
谷
石
災
害
か
ら
50
年
経
ち
ま
し
た

が
、
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
共
助
の
心
を
強
く

持
っ
て
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
も
う
す
ぐ
三
月
に
な
り
ま
す
と

就
職
や
進
学
で
親
元
か
ら
巣
立
つ
子
ど
も

が
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
家
族
で

充
分
災
害
時
の
話
を
す
る
の
も
い
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

災
害
に
あ
わ
れ
た
石
川
県
の
皆
様
が
一

日
も
早
い
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

�

町
内
女
性　
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